
　
行 方 市 は 新 年 度 予 算 案 で

幹 線 道 路 整 備 事 業 に ２ 億 ４６ ８ 万 ７ ０ ０ ０ 円 の 予 算 額を 計 上 し た 。 前 年 度 に 比 べて ７ ５ １ ４ 万 ７ ０ ０ ０ 円 の増 額 。 市 道 （ 北 ） １ １ １ 号線 外 や 市 道 （ 麻 ） １

－

1 7号

線 で 道 路 改 良 舗 装 工 事 を 実施 。 市 道 （ 玉 ）

5 3号 線 で 改

良 工 事 を 行 う 。　
こ の 事 業 は 国 道 や 県 道 な

　
県 は ４ 日 、 ４ 年 ぶ り と な

る 「 土 木 部 技 術 職

 学 生 ・

保 護 者 説 明 会 」 を 県 庁 ９ 階 　
一 般 会 計 全 体 で は 歳 入 歳

出 に そ れ ぞ れ ７ 億 ４ ４ ８ ２万 ７ ０ ０ ０ 円 を 増 額 。 当 初か ら の 総 額 を ３ ０ ３ 億 ９ ３０ ７ 万 １ ０ ０ ０ 円 と す る 。　
佐 貫 ３ 号 線 は 北 竜 台 市 街

地 方 面 や 牛 久 市 方 面 か ら 佐貫 駅 へ の ア ク セ ス を 向 上 させ る た め 、 整 備 を 進 め て いる 延 長 ９ ０ ０ ｍ の 都 市 計 画道 路 。 今 補 正 案 で は 若 柴 町地 内 で 地 盤 改 良 工 事 な ど を行 う 工 事 費 を 配 分 。 延 長 は約 １ ４ ０ ｍ 。　
市 道 第 ３

－ ３ ７ ３ 号 線 外

整 備 事 業 は つ く ば の 里 工 業団 地 に 向 か う 周 辺 道 路 の 整

　
■ 市 道 （ 麻 ） １

－

1 7号 線

（ 石 神 地 区 ） ＝ 道 路 改 良 舗装 工 事 Ｌ １ ８ ０ ｍ　
■ 市 道 （ 北 ） １ １ １ 号 線

外 （ 繁 昌 地 区 ） ＝ 道 路 改 良舗 装 工 事 Ｌ １ ０ ０ ｍ　
■ 市 道 （ 北 ） ２ １ ０ 号 線

（ 小 幡 地 区 ） ＝ 路 線 測 量 業務 Ｌ ５ ０ ０ ｍ　
■ 市 道 （ 玉 ）

5 1号 線 （ 井

上 藤 井 地 区 ） ＝ 用 地 測 量 業務 Ｌ ２ ０ ０ ｍ　
■ 市 道 （ 玉 ）

5 3号 線 （ 西

蓮 寺 地 区 ） ＝ 改 良 工 事 Ｌ ２０ ０ ｍ

つ い て 説 明 した 。　
は じ め に 羽

成 英 臣 次 長が 「 技 術 職 員は 、 災 害 対 応や 生 活 基 盤 を支 え る イ ン フラ の 維 持 管 理を 適 正 に 行 う役 割 を 担 う 非常 に 重 要 な 存在 。 将 来 、 就職 す る 際 の 選択 肢 の １ つ とし て い た だ けれ ば 」 と あ いさ つ 。

　
説 明 会 で は 土 木 部 の 仕 事

や 組 織 、 災 害 時 の 役 割 、 職員 採 用 試 験 の ス ケ ジ ュ ー ルや 心 構 え な ど を 担 当 者 が 説 　
土 浦 市 は 斗 利 出 小 学 校 跡

地  （ 高 岡 １ ３ ６ ７

－ １ ほ か ）

の 利 活 用 事 業 者 を 公 募 型 プロ ポ ー ザ ル で 募 集 す る 。 土地 は

1 0年 間 の 貸 し 付 け 、 建

物 は 売 却 と す る 。 土 地 の 最低 貸 付 料 は ２ ４ ９ 万 ３ ６ ００ 円 （ 年 額 ）  、 建 物 の 最 低売 却 価 格 は ４ ５ ８ 万 ７ ０ ００ 円 。 参 加 表 明 書 の 提 出 は４ 月 ７ 日 ま で 受 け 付 け る 。　
施 設 概 要 は 、 土 地 の 面 積

　
■ 道 路 改 良 事 業 ＝ ７ ７ ０

万 円　
■ 市 道 第 １

－

4 5号 線 整 備

事 業 ＝ ７ ０ ０ 万 円　
■ 市 道 第 １

－ ３ ８ ０ 号 線

（ 佐 貫 ３ 号 線 ） 整 備 事 業 ＝１ 億 ７ ７ ７ ７ 万 ７ ０ ０ ０ 円　
■ 市 道 第 ３

－ ３ ０ ９ 号 線

ど と 接 続 す る 幹 線 市 道 の 整備 を 行 い 、 交 通 の 円 滑 化 や地 域 間 の 連 携 強 化 を 図 る もの 。 事 業 費 の 内 訳 は 工 事 に１ 億 ２ ６ ０ ０ 万 円 、 道 路 調査 設 計 委 託 料 に ２ ５ ９ ０ 万円 、  用 地 代 に １ ３ ９ ０ 万 円 、移 転 補 償 等 に ３ ８ ８ ８ 万 ７０ ０ ０ 円 。　
整 備 予 定 路 線 は 次 の と お

り 。 ９ ０ １ 会 議 室 で 開 催 し た 。当 日 は 、 保 護 者 を 含 め

4 4人

が 参 加 。 担 当 者 が 土 木 部 の仕 事 や 職 員 採 用 試 験 な ど に 備 を 行 う 。 今 補 正 案 で は 切削 オ ー バ ー レ イ 工 事 や 路 上再 生 路 盤 工 事 な ど を 行 う 。整 備 延 長 は 約 １ １ ０ ０ ｍ 。　
市 道 第 Ⅰ

－ ２ 号 線 は 、 県

道 の 上 に 架 か る 歩 道 橋 の 脇の ス ロ ー プ を 補 修 す る 。　
ま た 、 個 人 番 号 カ ー ド 臨

時 窓 口 改 修 工 事 に ２ １ ２ ０万 ８ ０ ０ ０ 円 を 充 て た 。 本庁 舎 の 旧 地 下 食 堂 を マ イ ナン バ ー カ ー ド 臨 時 窓 口 と して 使 用 す る た め 床 の 改 修 など を 実 施 す る 。　
補 正 案 の 主 な 内 容 は 次 の

と お り 。　 【 繰 越 明 許 費 】

　
那 珂 市 は 、 消 防 本 部 庁 舎

お よ び 西 消 防 署 の 空 調 設 備改 修 工 事 を 実 施 す る 。 ２ ０２ ３ 年 度 の 当 初 予 算 案 では 、 事 業 費 と し て １ １ ９ ９万 ６ ０ ０ ０ 円 を 計 上 し た 。　
空 調 設 備 の 一 部 が 故 障 し

　
県 は 東 日 本 大 震 災 か ら

1 2

年 目 と な る 今 月

1 1日 に 、 防

災 啓 発 イ ベ ン ト 「 い ば ら き学 ぼ う さ い 」 を イ オ ン モ ール 水 戸 内 原 で 開 催 す る 。 後発 地 震 注 意 情 報 の 説 明 や 避難 所 体 験 な ど を 行 う 。　
本 県 沖 で は 今 後

3 0年 以 内

明 。 入 庁 ４ ～ ８ 年 目 の 技術 職 員 に よ る 体 験 談 も 披露 さ れ 、 県 職 員 の や り がい や 職 場 の 雰 囲 気 、 女 性活 躍 な ど に つ い て の 質 疑応 答 も 行 わ れ た 。　
参 加 者 か ら は 「 具 体 的

な 話 を 聞 く こ と が で きて 、  と て も 参 考 に な っ た 」
「 土 木 部 の 業 務 が 非 常 に

や り が い の あ る 仕 事 だ と感 じ た 」 な ど の 感 想 が 寄せ ら れ た 。 が １ 万 ４ ０ １ ７ ・ ０ ４ ㎡ 。地 目 は 学 校 用 地 、 雑 種 地 。校 舎 が Ｒ Ｃ 造 ２ 階 建 て ２ ００ ８ ㎡ 、 給 食 棟 が Ｒ Ｃ 造 平屋 建 て

8 6㎡ 。 い ず れ も １ ９

８ ９ 年 築 で 耐 震 性 を 有 し てい る が 、 経 年 に よ る 劣 化 は見 ら れ る 。　
そ の ほ か プ ー ル 専 用 付 属

室 が Ｗ 造 平 屋 建 て

6 4㎡ （

8 0

年 築 ）  、 浄 化 槽 機 械 室 が ＲＣ 造 平 屋 建 て

1 3㎡ （

8 9年

整 備 事 業 ＝ ３ ３ ３ ０ 万 円　
■ 市 道 第 ３

－ ３ ７ ３ 号 線

外 整 備 事 業 ＝ １ 億 １ ７ ０ ０万 円　
■ 橋 梁 維 持 補 修 事 業 ＝ １

億 ４ ３ ２ ２ 万 ９ ０ ０ ０ 円　
■ 小 学 校 施 設 整 備 事 業 ＝

５ ３ ７ 万 ４ ０ ０ ０ 円　
■ 中 学 校 施 設 整 備 事 業 ＝

５ ６ ４ 万 ３ ０ ０ ０ 円　 【 総 務 費 】　
■ 個 人 番 号 カ ー ド 臨 時 窓

口 改 修 工 事 ＝ ２ １ ２ ０ 万 ８０ ０ ０ 円　 【 土 木 費 】

て い る た め 、 機 器 の 入 れ 替え を 行 う 。 対 象 は 、 本 部 庁舎 の 室 外 機 １ 台 と 室 内 機 ８台 、 西 消 防 署 の 室 外 機 と 室内 機 各 １ 台 。 炎 天 下 で の 作業 を 避 け る た め 、 秋 に 工 事を 開 始 す る 予 定 。 本 部 庁 舎 に マ グ ニ チ ュ ー ド ７ ～ ７ ・５ 程 度 の 地 震 が 約

8 0％ の 確

率 で 発 生 す る と 言 わ れ て おり 、 県 民 の 防 災 に 関 す る 意識 向 上 を 図 る た め に 防 災 啓発 イ ベ ン ト を 開 催 す る 。　
な お 、 県 庁 ２ 階 県 政 広 報

コ ー ナ ー で は 、 地 震 被 害 のパ ネ ル や 地 震 で 止 ま っ た 時計 な ど を 展 示 す る 東 日 本 大震 災 記 録 資 料 展 示 会 を

2 1日

ま で 開 催 し て い る 。 築 ）  、 屋 外 便 所 が Ｗ 造 平 屋建 て ７ ㎡ （

7 5年 築 ）  。 そ の

ほ か 倉 庫 が あ る 。　
一 方 、 耐 震 性 を 有 し て お

ら ず 解 体 又 は 耐 震 化 を 必 要と す る の が 屋 内 運 動 場 。 規模 は Ｓ 造 ２ 階 建 て ６ ９ ９㎡ 。

8 0年 築 で Ｉ ｓ 値 は ０ ・

３ ５ 。　
今 後 の ス ケ ジ ュ ー ル と し

て は 、 ４ 月

1 7日 ～

2 8日 ま で

提 案 書 等 の 提 出 を 受 け 付 ける 。 ５ 月 上 旬 に プ レ ゼ ンテ ー シ ョ ン を 実 施 す る 。　
大 洗 町 は 、 サ イ ク リ ス ト

が 町 を 訪 れ や す い 環 境 を 整備 す る た め 、 サ イ ク ル ラ ック の 設 置 な ど に 補 助 金 を 交付 す る 。 補 助 金 額 は ３ 万 円を 限 度 と す る 。　
補 助 対 象 は 、 町 内 に 事 業

所 が あ り 、 町 内 で 事 業 を 営む 者 。 サ イ ク ル ラ ッ ク 、 自転 車 専 用 工 具 、 自 転 車 用 空気 入 れ が 対 象 と な る 。 県 が 　
■ 市 道 第 １

－

4 5号 線 整 備

事 業 ＝ ７ ０ ０ 万 円　
□ 土 地 評 価 委 託 ＝ ４ ４ ０

万 円　
□ 補 償 調 査 委 託 ＝ ２ ６ ０

万 円　
■ 市 道 第 １

－ ３ ８ ０ 号 線

（ 佐 貫 ３ 号 線 ） 整 備 工 事 ＝１ 億 ７ ０ ０ ０ 万 円　
■ 市 道 第 ３

－ ３ ７ ３ 号 線

外 整 備 工 事 ＝ １ 億 １ ７ ０ ０万 円　
■ 橋 梁 維 持 補 修 事 業 ＝ ９

６ ０ ０ 万 円　
□ 設 計 積 算 及 び 工 事 監 理

と 西 消 防 署 の 改 修 工 事 を 、一 括 か 分 割 で 発 注 す る か は現 在 検 討 中 と の こ と 。　
本 部 庁 舎 （ 菅 谷 ６ ５ １ ー

１ ） は １ ９ ８ ０ 年 築 の Ｒ Ｃ造 ２ 階 建 て （ 一 部 平 屋 建て ）  、 延 べ 床 面 積 は １ ０ ７６ ㎡ 。 西 消 防 署 （ 中 里 ９ １７ ー １ ） は

9 0年 築 の Ｒ Ｃ 造

２ 階 建 て 、 延 べ 床 面 積 ９ ４３ ㎡ 。 ＝ ４ ０ ０ 万 円　
□ 市 道 第 Ⅰ

－ ２ 号 線 補 修

工 事 ＝ ９ ２ ０ ０ 万 円　
■ 旧 小 貝 川 護 岸 補 修 工 事

＝ ６ ８ ２ 万 ４ ０ ０ ０ 円　
■ 野 原 町 水 路 転 落 防 止 柵

設 置 工 事 ＝

4 8万 円

　 【 教 育 費 】　
■ 新 学 校 給 食 セ ン タ ー 建

設 事 業 ＝ １ 億 ９ ７ ５ ３ 万 ５０ ０ ０ 円　
□ 建 築 工 事 ＝ １ 億 ６ ３ ４

８ 万 ６ ０ ０ ０ 円　
□ 備 品 購 入 費 ＝ ３ ４ ０ ４

万 ９ ０ ０ ０ 円［ 本

　
課 ］

午 前

午 後

（ ○ ＝ 在 庁

　
● ＝ 不 在 ）

［ 出

　
先 ］

午 前

午 後

県 土 木 部  ・  幹 部

き ょ う

の
動 向

水 戸 土 木 所 長常 陸 大 宮 土 木 所 長大 子 工 務 所 長潮 来 土 木 所 長土 浦 土 木 所 長筑 西 土 木 所 長常 陸 太 田 工 事 所 長高 萩 工 事 所 長鉾 田 工 事 所 長竜 ケ 崎 工 事 所 長常 総 工 事 所 長境 工 事 所 長

○○○○○○○○○●○○

○○○●○○●○○●●○

部 長次 長 （ 事 ）次 長 （ 技 ）都 市 局 長港 湾 振 興 監企 画 監監 理 課 長用 地 課 長検 査 指 導 課 長道 路 建 設 課 長道 路 維 持 課 長河 川 課 長港 湾 課 長営 繕 課 長都 市 計 画 課 長都 市 整 備 課 長下 水 道 課 長建 築 指 導 課 長住 宅 課 長

○○○○○○○○○○○○○●○○○○○

○○○○○○○○○○○○○●○○○○○

　
水 戸 市 を 流 れ る 一 級 河 川

石 川 川 は 水 戸 市 元 吉 田 を 源と し て 涸 沼 川 に 流 入 す る 延長 約 ７ ・ １ ㎞ 、 流 域 面 積
1 6・ ６ ㎢ の 小 河 川 で す 。

　
私 は 平 成

1 5年 か ら ２ 年 間

水 戸 土 木 事 務 所 に 在 籍 し てお り ま し た が 、 当 時 は 時 間雨 量

2 0㎜ 程 度 の 雨 が 降 る

と 、 県 道 下 入 野 ・ 水 戸 線 の入 野 橋 か ら 下 流 は ヘ ド ロ や

土 砂 で 埋 ま っ て い た た め 、た び た び 氾 濫 し て 通 行 止 めに な っ て お り ま し た 。　
そ こ で 閃 い た の は 、 境 土

木 事 務 所 の 河 川 係 長 時 代 の出 来 事 で し た 。 当 時 、 一 級河 川 向 堀 川 上 流 は 未 改 修 のま ま で 、 一 度 雷 雨 が あ る と国 道 １ ２ ５ 号 は も と よ り 、古 河 駅 前 広 場 ま で も 冠 水 する ほ ど の 問 題 河 川 で し た 。

　
そ の 際 に 行 っ た 工 事 が 、

計 画 断 面 は 度 外 視 を し て 現況 の 河 川 を た だ 単 に 掘 削し 、 土 砂 は 周 り の 田 ん ぼ に置 か せ て も ら い 、 河 川 断 面を 拡 げ た こ と で し た 。 結 果は 非 常 に 良 好 で 、 雷 雨 で の冠 水 は な く な り ま し た 。　 「 石 川 川 で も こ の 方 法 が使 え る 」 と 思 い 、 早 速 地 元の 土 地 改 良 区 に 話 を し て 協力 を 得 て 、 入 野 橋 か ら 下 流約 １ １ ０ ０ ｍ の 掘 削 を 行い 、 掘 削 し た 土 砂 は そ の ま

　
石 川 川 は 水 戸 市 街 地 を 源 流 と し て 涸 沼 川 に 合 流

す る 一 級 河 川 で す 。 延 長 約 ６ ㎞ の 下 流 域 に は 広 大な 水 田 が 広 が っ て い ま す 。 こ の 水 田 は 江 戸 時 代 、偕 楽 園 が 造 成 さ れ た 頃 の 新 田 開 発 に よ る も の と 聞い て お り ま す 。 今 回 お 話 す る の は 、 地 元 の 協 力 と職 員 の 知 見 を 生 か し 、 短 期 間 の 浚 渫 工 事 で 大 き な効 果 を 発 揮 し た 時 の こ と で す 。

　
石 川 川 下 流 域 は 大 雨 の た

び 冠 水 が 発 生 し て お り ま した 。 冠 水 が 起 き る 都 度 、 道路 も 通 行 止 め を せ ざ る を 得ま せ ん で し た 。 こ の 状 況 を解 消 す る た め 、 県 で は 河 口付 近 の 約 １ ㎞ 区 間 の 改 修 に取 り 掛 か り ま し た 。　
ち ょ う ど こ の 区 間 は 近 接

し て 県 道 が 走 っ て お り 、 県道 を バ イ パ ス し て こ の 道 路用 地 も 利 用 し な が ら 改 修 す

る こ と が 計 画 さ れ ま し た 。　
私 も 道 路 建 設 課 で こ の 事

業 に 係 わ っ て お り 、 急 ピ ッチ で バ イ パ ス 工 事 が 進 め ら

こ ろ 、  「 急 い で こ の １ ㎞ 区間 の 浚 渫 を や っ て み よ う 」と な り ま し た 。　
早 速 改 良 区 の 皆 さ ん に こ

の 話 を し 「 急 い で 浚 渫 をや っ て み ま す 。 こ の 浚 渫 土を 水 田 に 入 れ さ せ て も ら えま せ ん か 」 と 頼 み ま し た 。　
す る と 「 所 長 さ ん 、 水 田

に 入 れ る よ り と り あ え ず 堤防 に あ げ て お い て 水 が 抜 けた ら 整 形 す れ ば 良 い で し ょ

れ ま し た 。　
私 が 水 戸 土 木

事 務 所 の 所 長 にな っ て 間 も なく 、 こ の バ イ パス の 竣 工 式 が 行わ れ 、 や れ や れと 思 っ て お り まし た 。　
そ の こ ろ 、 こ

の 石 川 川 流 域 の土 地 改 良 区 の 幹部 の 皆 さ ん が 所長 室 に 要 望 に 来ら れ ま し た 。  「 冠水 が ひ ど い 。 早

く 改 修 を 進 め て ほ し い 」 とい う お 話 で し た 。　
そ う 簡 単 に 改 修 を 終 わ ら

せ る こ と は で き ま せ ん が 、ど う に か な ら な い か と 考 えま し た 。　
現 地 を 何 度 も 何 度 も 見 に

行 き ま し た 。 改 修 を 実 施 して い る 区 間 は 別 に し て 、 その 上 流 約 １ ㎞ は 土 砂 が か なり 堆 積 し て 葦 に 覆 わ れ て いま し た 。 所 内 で 検 討 し た と

う 」 と い う 話 を 受 け 、 そ のと お り 実 施 し て み ま し た 。　
結 果 は 大 成 功 。 工 事 は 短

期 間 で 終 わ り 、 河 床 は 下 がり 流 速 も は や ま っ た 気 が しま し た 。  堤 防 も 立 派 に な り 、魚 が 泳 い で い る の が 分 か るよ う に な り ま し た 。　
冠 水 も 減 り 、 地 元 の 皆 さ

ん に 喜 ん で い た だ け 本 当 に嬉 し か っ た こ と が 思 い 出 され ま す 。

い
ば ら き の

公 共 事 業

い
ば ら き の

公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 水 戸 土 木 事 務 所 編 ⑤

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

石 川 川 浚 渫 で 冠 水 解 消

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 水 戸 土 木 事 務 所 長 ）

元 県 土 木 部 総 括 技 監
（ 当 時 ・ 県 水 戸 土 木 次 長 兼 事 業 調 整 課 長 ）

渡 邊 一 夫 氏 大 島 恭 司 氏×

ま 堤 防 に 積 み 上 げ て 、 河 川流 下 断 面 を 従 来 の ３ 倍 程 度に 広 げ ま し た 。　
そ う す る と 、 ち ょ っ と し

た 雨 で は 県 道 の 冠 水 や 田 んぼ へ 水 が あ ふ れ る こ と も なく な り ま し た 。　
ま た 、 川 底 に あ っ た ご み

や ヘ ド ロ も な く な っ た ため 、 川 底 に は 砂 利 が 現 れ まし た 。 な お 、 工 事 費 も 数 百万 円 で 済 ん だ と 記 憶 し て いま す 。　
そ の 後 、 う れ し い サ プ ラ

イ ズ が あ り ま し た 。 ２ ～ ３週 間 が 過 ぎ た 頃 で し ょ うか 。 突 然 土 地 改 良 区 の 理 事長 さ ん た ち が 水 戸 土 木 事 務所 の 所 長 室 を 訪 ね て 下 さ いま し た 。　
石 川 川 が 洪 水 も な く な

り 、 非 常 に き れ い に な っ たと い う こ と で 、 感 謝 状 を 持参 し て く だ さ っ た の で す 。今 ま で の 経 験 で 土 地 改 良 区か ら 感 謝 状 を 受 け る 経 験 がな か っ た の で 非 常 に 思 い 出深 い こ と で し た 。

短 期 間 で 大 き な 効 果 発 揮

河 川 断 面 を 拡 げ 結 果 良 好

大 島 恭 司 （ お お し ま

　
き ょ

う じ ）１ ９ ５ ０ 年 ６ 月

2 6日 生 ま れ

の

7 2歳 。

7 4年 度 に 入 庁 。 初

配 属 は 都 市 計 画 課 。 県 水 戸土 木 事 務 所 次 長 兼 事 業 調 整課 長 な ど を 経 て ２ ０ １ １ 年４ 月

1 5日 に 県 土 木 部 総 括 技

監 で 退 職 。

－
－

　 ◇
　

－
－

　 ◇
　

－
－

浚 渫 土 を 堤 防 に 積 上 げ

　
龍 ケ 崎 市 は 一 般 会 計 補 正 予 算 案 （ 第 ９ 号 ） を ３

月 議 会 に 上 程 し た 。 主 な 内 容 と し て は 市 道 第 １

－

３ ８ ０ 号 線 （ 佐 貫 ３ 号 線 ） 整 備 に １ 億 ７ ０ ０ ０ 万円 、 市 道 第 ３

－ ３ ７ ３ 号 線 外 整 備 に １ 億 １ ７ ０ ０

万 円 、 市 道 第 Ⅰ

－ ２ 号 線 補 修 工 事 に ９ ２ ０ ０ 万 円

を 追 加 し た 。

龍 ケ 崎 市

佐 貫 ３ 号 線 整 備 に

1. 7 　億

補
　
正

予 算 案

若 柴 町 で 地 盤 改 良

な
　

　
ど

斗 利 出 小 跡 の 土 地 建 物
利 活 用 事 業 者 を 公 募

土 浦 市

仕 事 や 採 用 試 験 な 　
　 ど 説 明

就 職 選 択 肢 の 一 つ に

－ 県 土 木 部 技 術 職 説 明 会 －

（ 麻 ）１

－

1 7号 線 改 良 舗 装

な
　

　
ど

2. 4億 で 幹 線 道 路 整 備

行 方 市

本 部 庁 舎西 消 防 署

 空 調 設 備 を 更 新

秋 ご ろ に 工 事 着 手

那 珂 市

イ オ ン 内 原 で“ 学 ぼ う さ い ”

サ イ ク リ ス ト が訪 れ や す い 町 に

茨 城 県

大 洗 町 が 補 助 金

策 定 す る 大 洗 ・ ひ た ち 海 浜シ ー サ イ ド ル ー ト に お け るサ イ ク ル サ ポ ー ト ス テ ーシ ョ ン に 登 録 し て い る こ とも 要 件 と な る 。　
問 い 合 わ せ は 、 商 工 観 光

課 （ 電 話 ０ ２ ９

－ ２ ６ ７

－

５ １ １ １ 、 内 線 ３ ３ ２ ）  。

新 聞 購 読 料 　 　 月 額  5, 9 4 0  円 （ 税 込 ）

電 子 版 購 読 料 　 月 額  4, 4 0 0  円 （ 税 込 ）
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